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能登半島地震への支援募金に取り組もう！
元日早々、震度７を超える地震が能登半島で発生

し、その後も群発的な地震が続き、１月９日現在１

０名を超える犠牲者と３００名超の不明者が出てい

ます。お正月で久しぶりに兄弟家族で新年のお祝い

をしている時を襲った災害で、被害が広がってしま

いました。

一刻も早い救援体制が求められているところです

が、海岸線の隆起や道路への土砂や酷いなどで救援

のルートが寸断されているなどの悪条件で、救援隊

の到着が遅れたり、物資の搬入がスムースに行かな

いなど深刻な状況が起きています。

誰しも自衛隊などの空からの迅速な救援を切望し

ていますが、なか

なか迅速な動きに

なっていないよう

です。

また、そばに志

賀原発があります。

規制委員会では

「火災は起きたが

すぐに消したので

大した損害はない」と発表していますが、冷却電源

のための配管が損傷して３５００リットルもの油が

流出していることが明らかになりました。地震が原

発の直下出逢ったらと思うと背筋が凍ります。日本

列島は活断層だらけです。そこに５０以上の原発が

設置されています。私たちは恐怖の中で生活してい

るのです。原発の再稼働など論外で、一日も早く廃

炉にしなければなりません。

避難所も相変わらず体育館などで「雑魚寝」状態

です。底冷えで体調を崩す方も相次いでいます。先

進国ではこのような災害の際は個人のプライバシー

が守れ、暖冷房を確保した「家」を提供しています。

岸田首相は、被災者支援に取り敢えず４７億円支

出すると言っていますが、軍備拡張予算に比べると

何とも”おそまつ”と言わざるを得ません。

永田町では自民党の「裏金疑惑」が大問題になっ

ていますが、岸田首相は能登半島地震を「ショック

ドクトリン」として追及をかわし、憲法改悪の絶好

のチャンスとして利用したい衝動が透けて見えるよ

うです。

この災害を岸田政権延命の機会にさせてはなりま

せん。自民・公明政権を倒すことが国民が一番安心

できることです。

私たちも被災者に寄り添い、命と暮らし、平和を

守る政治に変えるために奮闘しましょう。支援募金

にご協力下さい。

「どうなる・どうする医療と介護」

学習会のお知らせ

・１月２４日（水）１９時００分～

・ 板橋区立グリーンホール６０１室

・ 講師 窪田 光さん

（東京社保協事務局長）

２０２４年度は、医療も介護も見な改定に

なります。保険料も医療や介護にかかる自己

負担もあげられたらもう暮らしていけません。

改悪ゾロゾロの社会保障について学習します。

たくさんのご参加を！

何でも相談会のお知らせ
・３月７日（木）１３時～

・板橋区立グリーンホール１Ｆ
暮らし、年金、仕事、健康、医療、税金、住

宅、解雇、雇止めなど、困ったことありませ

んか？

弁護士、税理士、看護師など専門家が解決の

お手伝いをします。お気軽にご参加下さい。


